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第１回定期考査 お疲れさまでした。 
第１回定期考査を６月１４日（水）～１６日（金）の３日間で実施しました。

「日頃の学習の成果は出し切れましたか？」「手ごたえはありましたか？」この定

期考査に向けて、一人一人が、きめ細かな学習計画を立てて、準備をしてきまし

た。今週から頑張った成果としての結果が手元に返ってきているとは思いますが、

取組についての振り返りを確実に行ってください。 

定期考査反省のポイント① 自分の目標と結果がかみあっているか… 

皆さんの目の前にはテストが返ってきて解答用紙があるはずです。その結果が、

自分が思い描いていたようにならなかったとしたら、テストそのものよりもまず

は今回の自分の試験勉強を考えてみましょう。今のあなたが得た点数は、今回や

った試験勉強で得た結果です。つまり、今回の定期考査のために取組んだ試験勉

強で、なるべくしてなった結果ということです。もし、この結果に納得できない

というのであれば、試験勉強そのものを変えるしかないです。今回も定期考査に

向けた学習計画を立てたはず。その計画表もよく見ておきましょう。その計画は、

本当に自分の納得する結果を出すための計画でしたか？とりあえず課題を終わら

せるための計画だったりしていませんか？ 

定期考査反省のポイント② 間違ったり分からなかったりした原因を探る… 

皆さんが一所懸命に頑張った解答用紙、本来そこには次につなげるための情報

がいっぱいあります。点数を見て一喜一憂したい気持ちはわからなくもありませ

んが、次の 2 つのことを確かめてみましょう。「どんな間違い方をしたのか？」

「何がわからなかったのか？」この「どんな間違い方だったか」「何がわからなか

ったか」の2点を、全教科の一つ一つのミスごとに調べていきます。ぜひ箇条書

きでリスト化して書いてみてください。そして次に、今書き出した箇条書きリス

トに対して「どうしてそうなったのか」の原因を探りましょう。原因を探ってい

くのに大事なのは、「なぜその間違いが起きてしまったのか」の視点と自分の問題

としてとらえることです。たとえば、間違いの原因が「問題を読んでいなかった」

という場合、さらに「なぜ問題を読まなくても解けると思ったのか」というとこ

ろまで掘り下げてみるとあなた自身が抱えている問題点がみつかるはずです。ま

た、原因を探るときは心理的な側面も重要なことなので、あわせて思い出してみ

てください。緊張するとできなくなってしまうタイプは心理的な原因が強いかも

しれません。テストにおける間違いの詳しい原因がわかれば、次に打つべき方法

が見えてきます。ここでわかったことを次回のテスト勉強に組み込んでいきます。 

良かった点はさらに伸ばし、課題については反省し改善する等、今後につなげ

てほしいと思います。 

槻田中学校だより 



評価・評定についてのお知らせ 
各教科の先生方から説明があったとは思いますが、令和５年度の観点別学習状

況の評価及び評定について、槻田中学校では、以下のように判定していきます。

確認をお願いいたします。 

１ 観点別学習状況の評価について 

各教科、目標に対してどの程度到達しているかを「十分満足できる」状況と判

断されるものをＡ、「おおむね満足できる」状況と判断されるものをB、「努力を

要する」状況と判断されるものをCとして評価します。評価の方法として、①ペ

ーパーテスト（定期考査、実力考査、毎時の適用問題や単元末問題等）②教師に

よる観察 ③ノート記述、レポート、振り返り、話合い、作品、表現等 ④自己

評価・相互評価等になります。（別表１） 

２ ５段階評定について 

観点別学習状況評価を総括的に評価し、次のように評定を決定します。「十分満

足できるもののうち、特に程度が高い」状況と判断されるものを５、「十分満足で

きる」状況と判断されるものを４、「おおむね満足できる」状況と判断されるもの

を３、「努力を要する」状況と判断されるものを２、「一層努力を要する」状況と

判断されるものを１とします。つまり、前述の観点別学習状況の評価の観点を基

に，各教科の目標の実現状況を総括的に捉え、各観点の評価結果Ａ、Ｂ、Ｃの組

合せにより、５段階で表しています。（別表２） 

 

「観点別学習状況」の評価と「評定」の関係（別表１） 

 

５段階評定パターン（別表２）＜原則として次のように評定を決定します＞ 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況 評   定 

Ａ 十分満足できる ５ 十分満足できるもののうち、特に程度の高いもの 

４ 十分満足できるもの 

Ｂ おおむね満足できる ３ おおむね満足できるもの 

Ｃ 努力を要する 

 

２ 努力を要するもの 

１ 一層努力を要するもの 

観点別評価 合計値 評 定 

A A A ９ 点 ５ 

A A B ８ 点 ４ 

A B B ７ 点  

 

３ 

 

 

 

A A C 

A B C ６ 点 

B B B 

B B C ５ 点 

A C C 

B C C ４ 点 ２ 

C C C ３ 点 １ 

観点別評価 ポイント 

A ３ 点 

B  ２ 点 

 C １ 点 


